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脅かされてLます.たとえば身元欄盆をし
て側手が開制泡隠の出身おであることを.
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1悶日

2嗣日

.原・の子

午前輯附叫1嗣日
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クツ二L年に一度は健康チ
国民健康保険加入のみ芯さんに

半白人間ドックの費用助成
{助成対象者}

l 傑良市の図民健康保険に加入してから 1年以ょの人.

2 平成7年3)131日ド機・'"以仁の人.

【受鯵渇荷〕

市保師会a・..検査~，，?ー (=.条kO了目}

細山川1"

【廟し込み】

はがき l:tH野氏名(ふ"がな)位別 電話番号 館険a匿のEザ醤
号 来牟31131日現在の舗高年働 側E人 『幸俊.受惨の ""~t・U で市役
所傑険跨へ.<わし、i受診案内は後日送句ます.
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ごみの量 ホがピ クです。
市では、 みなさんb、5搬出されたごみの適正処理者図るた

め努力していますが、 例年12月 l率、 毎月白平均ごみ置に

比べて15%も憎加してい京す。

そのため、下表のように 融底して分け方と出し方を守つ

ごみの措置とリサィフルに軒めてください。

ごみ抵守薗2時.阜でに
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陸面ごみの分け方と出し方
問い合わ世'"

市が定期的に眼目ーするとみ{揖目も眼蝿します.ただし、 画置封置圃 ""官官。。 組置轟献に叫司

土ー目町田に当たる喝古肱睦く} 副u.. -事車両 E骨aou宜薗ごみ"'，つもtて
決められた日の朝7時半までに、換められた場所へ出して《 量制組二事車両 E咽3003 町内清掃について

だきし、。(挫して、前日からは出さないでください) 圃壇摘費工場 cn300Q ご"輔包"ζゥ，.，

盤やせるごみ 慣やせ"いごみ 大型ごみ 有 害 ごみ

の
-台所ごみ (民H雄 -金血類 -家具類 -蛇電池

ょう 理〈ず担ど
-陶路頭k ガラス頭 .t電製品 -体温計

Iこ
-紙〈ず
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-じゅうたん

多謬 時間az-ゴ"フセ7ト
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.，トース:シン.f
L、• -布頭 ・かん舗

-台隔ごみ惜車明リ -畢聞置 -ピル -ガラ'"ど国危世 -ふと，.じゅ弓た
量Lτくださ札、 語圏般 ぴん頗 く世いように、眠 ，uどは1凹ぐら
-竹阜u<‘先骨と uどに ""入 などにく晶んで、 いに断り、U'"
がったも時国璽ー 畠して 直で引 出してくだ幸い， '"っτ<<害い，
腕章ら古いように < I'!:~ .<> ' プ̂レ 缶"世い -車電世品世ど司電
Lて正だ書弘、 、、. てもら 切った桂月壷.吋 ~ tJ，・"揖"T

って〈 T<だきいー <<害い，
だ害L、

編集後記
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